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相談可能なテーマ 講座・講演会のテーマ例 

・電子顕微鏡観察によるナノ構造解析・分析 
・50kV高電圧による絶縁耐力実験・液中放電実験 
・レーザラマン分光による炭素・半導体材料評価 

・リレーシーケンス講座（高校生～社会人向け） 
・電気工事士技能試験向け講座 
・はんだ付け講座（小学生～社会人向け） 

研究・教育内容の紹介 

＜液中アーク放電による金属内包カーボンナノチューブの生成＞ 
カーボンナノチューブの中空部分は空洞であり，
様々な物質を内包させることができます．しかし
ながら，内包させることができる物質は限られて
いますが，本研究室では通常では内包させること
ができない金属・合金などを液中のアーク放電に
よって内包させることができます．ナノサイズで
の強磁性保持や水素発生用触媒活性の保持などを
目指して，放電の発光スペクトル測定や電極位置
制御，パルス放電化などを駆使して研究を進めて
います． 
＜XR実現のための指曲げセンサーの開発＞ 
現在 AR・VR 空間のためのインターフェースが活発に
開発され販売されていますが，指一本一本を検出するグ
ローブは単価が高く(7万円～数十万円)，人によって指
の長さや手の形も様々です．そこで，本研究では 3D設
計と出力製造を採用し，誰一人取り残さない一人一人の
ためのセンサーを低価格(数百円)で作ることを実現して
います． 
利用可能な機器/施設 所属学会/協会 

・高電圧実験室 
・電子顕微鏡／光学顕微鏡(簡易偏光) 
・マルチチャンネル分光器(200nm~1100nm) 

・電気学会 
・放電学会 

その他参考事項 
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指曲げセンサーを手袋に実装して，PC 上の
Unity と同期させている ➔instagram に動画 
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https://www.instagram.com/reel/CWu-mYFF8l-/?igsh=MXc3cGlxY2FwOGpldg==

